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2021年 5月 10日
ねん がつ と お か

復活節第 6主日
ふっかつせつだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

「愛する者たち、互いに愛し合いましょう」と呼びかける使徒ヨハネは、「わたしたちが神
あい もの たが あい あ よ し と かみ

を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、
あい かみ あい つみ つぐな

御子をお遣わしに」なったことにこそ、神の愛が示されていると強 調します。すなわ
おん こ つか かみ あい しめ きょうちょう

ち、神からわたしたちへ向けられた愛は、御子が十字架の上でその身をささげられたほ
かみ む あい おん こ じゅう じ か うえ み

どの愛であり、まさしく命がけの愛であります。その愛によって生かされているのだか
あい いのち あい あい い

ら、わたしたちも、口先ではなく、「命がけ」で愛に生きるようにという、実のところ
くちさき いのち あい い じつ

きわめて激しい呼びかけの言葉であります。
はげ よ こと ば

使徒ヨハネの言葉は、イエスご自身のさらに激しい呼びかけ、すなわち、「友のために自分
し と こと ば じ しん はげ よ とも じ ぶん

のいのちを捨てること、これ以上に大きな愛はない」という言葉に根ざしています。
す い じょう おお あい こと ば ね

「隣人を愛する。友を愛する」と口にするのはたやすいことです。もしかしたら「互い
りんじん あい とも あい くち たが

に愛し合いなさい」と言う呼びかけも、簡単なことだと思ってしまうこともあるやも知
あい あ い よ かんたん おも し

れません。でもそれは思い違いです。それは、単に優しくあることを意味しているから
おも ちが たん やさ い み

ではありません。

イエスが語る「愛」は、ご自身がそうされたように、命がけの愛であります。神の愛を
かた あい じ しん いのち あい かみ あい

具体化するために、イエスは受難の道を歩まれ、十字架の苦しみの中に、ご自身を贖
ぐ たい か じゅなん みち あゆ じゅう じ か くる なか じ しん あがな

いのいけにえとしてささげられました。それが神の愛です。
かみ あい

この言葉を耳にするとき、わたしはどうしても、ルワンダ難⺠キャンプでの体験を思い起
こと ば みみ なんみん たいけん おも お

こしてしまいます。25 年ほど前、当時の旧ザイールにあったルワンダ難⺠キャンプで、
ねん まえ とう じ きゅう なんみん

襲撃事件に遭遇しました。キャンプに二時間にわたって銃弾が撃ち込まれる中で、隣
しゅうげき じ けん そうぐう に じ かん じゅうだん う こ なか となり

に一緒にいたはずのルワンダ人の神父が、外国人のわたしたちが襲撃されないようにと、
いっしょ じん しん ぷ がいこくじん しゅうげき

建物の外に立ち、襲撃してきた一団の注 意を引こうとしていたのでした。幸い彼が
たてもの そと た しゅうげき いちだん ちゅう い ひ さいわ かれ
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襲撃してきた一団に遭遇することはなかったのですが、その直後、「君たちを守るため
しゅうげき いちだん そうぐう ちょく ご きみ まも

に、注意を引こうとしていたのだ」と口にした彼の言葉を耳にしたとき、自分がそれま
ちゅう い ひ くち かれ こと ば みみ じ ぶん

で「友のためにいのちを捨てる」という言葉を、いかに軽々しく口にしてきたことかと思
とも す こと ば かるがる くち おも

い知りました。
し

そしてイエスの言葉がどれほど命がけの行動を促しているのかを、思い知りました。愛
こと ば いのち こうどう うなが おも し あい

は簡単に口に出来ますが、神の愛に生きることは、命がけであります。
かんたん くち で き かみ あい い いのち

5 月は聖⺟月ですが、聖⺟マリアは命がけの愛に生きる模範を示されています。教皇フ
がつ せい ぼ づき せい ぼ いのち あい い も はん しめ きょうこう

ランシスコはそのことを「福音の喜び」で、「教会の福音宣教の活動には、マリアと
ふくいん よろこ きょうかい ふくいんせんきょう かつどう

いう生き方があります。というのは、マリアへと目を向けるたびに、優しさと愛情の革
い かた め む やさ あいじょう かく

命的な力をあらためて信じるようになるからです」（288）と記して、聖⺟の愛が、単な
めいてき ちから しん しる せい ぼ あい たん

る優しさにあるのではなく、「革命的な力」という表現で、命をかけた生き方によっ
やさ かくめいてき ちから ひょうげん いのち い かた

てあかしされていること示唆します。
し さ

さて教会は、復活節第六主日を、世界広報の日と定めています。新聞、雑誌、テレビ、
きょうかい ふっかつせつだいろくしゅじつ せ かいこうほう ひ さだ しんぶん ざっ し

ラジオ、映画、インターネットなどの広報媒体を用いて行う宣教について、教会全体
えい が こうほうばいたい もち おこな せんきょう きょうかいぜんたい

で考え、振り返り、祈り、献金をささげる日です。この日にあたり教皇フランシスコ
かんが ふ かえ いの けんきん ひ ひ きょうこう

は、『「来て、見なさい」（ヨハネ 1・46）人々と、彼らのいる場で、そのままの彼らと会
き み ひとびと かれ ば かれ あ

って、伝えなさい』というメッセージを発表されています。教皇は、「ことばは、それ
つた はっぴょう きょうこう

が「見てもらえる」ときにのみ、あなたを経験の中に、対話の中に、巻き込むときにの
み けいけん なか たい わ なか ま こ

み力を得ます」と記して、イエスと出会った者がその体験を、実際の出会いの中で具体的
ちから え しる で あ もの たいけん じっさい で あ なか ぐ たいてき

に言葉と行いを持ってあかしするように招かれます。
こと ば おこな も まね

わたしたちは主イエスに倣い、命がけの愛に生きている姿を、具体的にあかしするよ
しゅ なら いのち あい い すがた ぐ たいてき

うに、努めていきたいと思います。
つと おも


